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本市は、多島美を誇る波静かな瀬戸内海に面し、これまで、人々の暮らしや経済・文
化など様々な面において、瀬戸内海との深いかかわりの中で、県都として、また、四国
の中枢管理都市として発展を続けてきた、海に開かれた都市です。 
平成１７(2005)年度には近隣の６町と合併し、北は瀬戸内海から南は徳島県境に至る、

海、山、川など恵まれた自然を有する広範な市域の中に、にぎわいのある都心やのどか
な田園など、都市機能・水・緑が程よく調和し、豊かな生活空間を有する新しい高松市
が誕生しました。 
この高松市を、だれもが暮らしたい、訪れたい、魅力あるまちとして、次代に引き継

いでいくためには、それぞれの地域の特徴をいかした、都市的利便性と自然的環境が享
受できる都市の実現に向け、本市にふさわしい、コンパクトで持続可能なまちづくりを
進める中で、文化があふれ、人・まち共に活力に満ちた、光輝くまちの実現を目指す必
要があります。 
まちの最高の資産は、そこに住み、働き、学ぶすべての人々です。 
人々が、自ら考え、共に支えあい、主体的にまちづくりに取り組み、生きがいと誇り

を持てるまちこそ、将来にわたり、都として、光輝くまちになると考えます。 
このような考えに基づき、本市の目指すべき都市像を、「文化の風かおり 光かがやく 

瀬戸の都・高松」とします。 

平成２７(2015)年度を目標とします。 

高松市は、目指すべき都市像「文化の風かおり 光かがやく 瀬戸の都・高松」を実
現していくために、次のとおり６つのまちづくりの目標を掲げ、推進していきます。 

１ 心豊かな人と文化を育むまち 

２ 人と環境にやさしい安全で住みよいまち 

３ 健やかにいきいきと暮らせるまち 

４ 人がにぎわい活力あふれるまち 

５ 道州制時代に中枢拠点性を担えるまち 

６ 分権型社会にふさわしいまち 
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保健・医療・福祉の連携と役割分担の下、家庭・地域における子育て支援など、子ど
もが健やかに生まれ育つ環境づくりに努めるとともに、健康づくりや医療体制の充実な
ど、市民一人一人が健やかに暮らせる環境づくりを推進します。 
また、障害者の自立支援や高齢者の生活支援など、いきいきと共に暮らせる福祉環境

づくりを推進し、健やかにいきいきと暮らせるまちの実現を目指します。

人権を大切にする社会づくりや平和を大切にする社会づくりの推進により、基本的
人権を尊重する社会の確立に努めるとともに、男女共同参画社会の形成を図ります。 
また、学校教育の充実や青少年の健全育成など、生きる力を育む教育の充実を図る

とともに、生涯学習の推進やスポーツ・レクリエーションの振興により、心豊かな生
涯学習社会の形成に努めます。
また、文化芸術活動の推進を始め、文化芸術を創造する環境づくり、文化財の保存

と活用により、地域に根ざした文化芸術の創造と振興を図り、心豊かな人と文化を育
むまちの実現を目指します。

市民一人一人が環境問題への認識を深め、環境と共生する持続可能な循環型社会の形
成を図るとともに、市民生活における快適性と安全性を確保し、豊かな暮らしを支える
生活環境の向上に努めます。
また、水を大切にするまちづくりを推進するとともに、災害や事故などから市民を守

るため、安全で安心して暮らせる環境の整備を図り、人と環境にやさしい安全で住みよ
いまちの実現を目指します。
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市民と行政の適切な役割分担の下、地域コミュニティの自立・活性化や多様なパート
ナーシップの構築により、参加・協働で進めるコミュニティを軸としたまちづくりを推
進します。
また、簡素で効率的な行財政システムを構築するとともに、国・県などとの連携を推

進する中で、社会の変革に即応した行財政運営に努め、分権型社会にふさわしいまちの
実現を目指します。

激しさを増す都市間競争において、本市の優位性を更に高めるため、中心市街地の
活性化などにより、拠点性を発揮できる都市機能の形成に努めるとともに、公共交通
機関や自転車が利用しやすい、快適で人にやさしい都市交通の形成を図ります。
また、適正な土地利用の推進などにより、計画的な市街地の形成を図るとともに、

地域に即した都市景観の創出に努め、魅力ある都市空間の形成を図ります。
また、情報通信基盤の整備など、地域情報化の推進により、高度情報通信社会に対

応できる拠点機能の強化を図り、道州制時代に中枢拠点性を担えるまちの実現を目指
します。

地域性豊かな特色ある観光資源の創造を図るとともに、観光客の誘致・交流を推進
し、魅力あふれる観光・コンベンションの振興に努めます。 
また、商工業や農林水産業の振興を図り、特産品の育成・振興とブランド化を推進

する中で、地域を支える産業の振興・地域経済の活性化を図るとともに、就業環境の
向上による安定した魅力ある就業環境づくりに努めます。 
また、国際化への対応と地域間交流を図る中で、人が行きかう多彩な交流を促進す

ることにより、人がにぎわい活力あふれるまちの実現を目指します。 
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「現況値 
および ・・・ 現況値には、原則として平成１９(2007)年４月の数値を記載し、これ 
目標値」       以外の場合には、（ ）書きで基準となる年月を記載しています。 

      目標値は、総合計画の終期である平成２７(2015)年度までの８年間の 
達成目標を設定しています。 

 
 
（１ 心豊かな人と文化を育むまち ）

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

平和を大切にする
社会づくり 

平和に対する市民意
識の向上 平和記念室入館者数 27,978 人/年 29,000 人/年 

あらゆる分野への男
女共同参画の促進 

審議会等における女性委員の割
合 28.6％ 40.0％ 

男女共同参画の社
会づくり 男女共同参画の意識

づくり 
「男は仕事、女は家庭」という考
え方に同感する市民意識の割合 16.9％ 6.9％ 

教職員研修機能の充
実 教職員研修参加者数 716 名 1,500 名 

不登校対策事業の推
進 不登校児童生徒の学校復帰率 45％ 50％ 学校教育の充実 

学校給食における地
産地消の推進 生鮮野菜・果物の県産使用割合 39.4％ 50.0％ 

幼稚園施設耐震化率 - 100.00％ 

小・中学校施設耐震化率 55.76％ 100.00％ 学校教育環境の整
備 学校施設の充実 

高松第一高等学校施設耐震化率 33.33％ 100.00％ 

朝ごはんを食べている子どもの
割合（小学６年生） 

84.2％ 
（香川県学習状
況調査） 

90.0％ 
家庭教育の向上 家庭の教育力の向上 

家庭教育学級延受講者数 26,940 人/年 27,000 人/年 

青少年の健全育成 不良行為少年の補導人数の減少 

未成年者千人あたりの不良行為
少年の補導人数 
(高松３警察署管内) 

24.4 人 
(過去 5年間の平

均) 

20.0 人 
以下 

子どもの安全確保 不審者情報メール配信の拡大 

不審者情報メール１次配信先数 
（市立学校・幼稚園・保育所、市Ｐ
ＴＡ連絡協議会など） 

230 件 500 件 

生涯学習の推進 生涯学習をしている人の割合 
42.3％ 
（H19 年度 
ｱﾝｹｰﾄ調査） 

50.0％ 
生涯学習の推進 

図書館の利用促進 市民 1人当たり貸出冊数 6.05 冊/年 7.00 冊/年 
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施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

総合型地域スポーツクラブ数 5 クラブ 9 クラブ 
スポーツ・レクリ
エーションの振興 

生涯スポーツ社会の
実現 社会体育施設の利用者数 1,345,598 

人/年 
1,480,000 
人/年 

文化芸術活動の推
進 文化芸術活動の充実 デリバリーアーツ事業鑑賞者数 1,776 人/年 2,300 人/年 

文化芸術を創造す
る環境づくり 

文化芸術施設の機能
充実 高松市美術館の展覧会観覧者数 132,479 人/年 160,000 人/年 

文化財の保存と活
用 文化財学習会の充実 ふるさと探訪等文化財学習会の

参加者数 975 人/年 1,200 人/年 

 
 
（２ 人と環境にやさしい安全で住みよいまち ） 

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

環境保全活動の推
進 地域環境の保全 本市域の温室効果ガス排出量 

3,545.4 千 t 
-Cｏ2 

（H15 年度） 

3,332.7 千 t 
-Cｏ2 

(6％ 削減)  

ごみの発生抑制 ごみ排出量 170,740ｔ/年 162,000ｔ/年 ごみの発生抑制・
減量・リサイクル
の推進 ごみの再資源化 再生利用量 37,902ｔ/年 40,000ｔ/年 

一般廃棄物の適正
処理の推進 

一般廃棄物の適正処
理 最終処分量 19,310ｔ/年 17,000ｔ/年 

産業廃棄物の適正
処理の促進 適正処理の確保 不適正な保管等の量 24,355ｔ 19,000ｔ以下 

不法投棄の防止 適正処理の確保 不法投棄撲滅クリーン作戦の参
加者数 5,670 人/年 6,800 人/年 

身近な道路環境の
整備 市道の改良整備 

市道改良率 
(50ｍ以上連続した幅員 4ｍ以上
の区間を有する市道） 

61.09％ 64.00％ 

公園愛護会の団体数 135 団体 155 団体 みどりのまちづく
り 都市緑化の推進 

市民一人当たり都市公園面積 6.5 ㎡ 7.0 ㎡ 

河川・港湾の整備 高潮対策の充実 浸水（床上下）棟数 
16,188 棟 

(H16 年の高潮に
よる浸水棟数） 

0 棟 

汚水処理人口普及率 75.9％ 88.0％ 下水道・合併処理
浄化槽の整備 全市域の下水道化 

雨水対策整備済面積 2,793.1ha 2,900ha 

下水処理水の有効利
用の推進 再生水利用施設数 52 施設 70 施設 

水の循環利用と節
水の推進 水を大切にするまち

づくりの実現 1人 1日当たりの平均水道使用量 321  312  
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施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

安定給水の確保 自己処理水比率 42％ 48％ 
安全で安定した水
道水の供給 安全な水の供給体制

の維持 水質苦情件数 43 件/年 20 件以内/年 

火災予防の充実 住宅火災件数 52 件/年 40 件以下/年 

消防体制の整備 市民協力による救命
率の向上 

心肺機能が停止していた人に対
して応急処置を実施した率 25.08％ 33.00％ 

危機管理体制の整
備 地域防災力の向上 自主防災組織の組織率 38.09％ 70.00％ 

防犯対策の推進 地域自らの防犯活動
の推進 

地域の防犯パトロール車に設置
する青色回転灯の数 1 個 92 個 

食中毒発生件数の減
少 食中毒発生件数 7 件/年 0 件/年 

生活衛生の向上 
食品に関する苦情件
数の減少 食品に関する苦情件数 151 件/年 100 件以内/年 

交通安全教室の参加者数 44,829 人/年 48,500 人/年 
交通安全対策の充
実 交通安全対策の充実 

交通事故発生件数 6,267 件/年 
(H18 年) 

H18 年値以下 

消費者の権利保護
と自立促進 

消費者啓発の充実と
消費者意識の向上 架空請求に関する相談件数 847 件/年 780 件/年 

 
 
（３ 健やかにいきいきと暮らせるまち ） 

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

地域における子育て
支援の充実 つどいの広場利用者数 18,528 人/年 25,000 人/年 

健やかな子育て支援
の充実 

生後４か月までの全戸訪問（こん
にちは赤ちゃん事業）実施率 22％ 100％ 

ひとり親家庭の自立
支援 

自立支援プログラム利用による
就労件数 

― 
(H19 年度開始) 60 件/年 

家庭・地域におけ
る子育て支援 

ブックスタート事業
の充実 ブックスタート実施率 89.1％ 92.0％ 

子育てしやすい環境
の整備 

ファミリー・サポート・センター
事業利用件数 

― 
(H19.10 開始) 8,000 件/年 

子育てと仕事の両
立支援 

放課後対策の充実 放課後子ども教室登録児童数 ― 
(H20.1 開始) 5,000 人/年 

食育に関する市民意
識の向上 

食育に関心を持っている人の割
合 

男性 66.0％ 
女性 84.7％ 

男女とも 
90％ 健やかに暮らすた

めの健康づくり 疾病の予防、自主健康
管理意識の向上 がん検診受診率 男性 32.6％ 

女性 44.5％ 
男女とも 
50％ 
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施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

患者満足度の向上 市民病院のサービス等に関する
患者の総合的な満足度 92.2％ 100.0％ 

医療体制の充実 

医療安全の充実 定例立入検査時の法令違反医療
施設数 100 施設/年 70 施設以下/年 

社会保障制度の適
切な運営 

介護保険制度の円滑
な実施 介護サービス利用者数 14,634 人/月 18,600 人/月 

障害者へのサービス
の充実 訪問系サービス利用量 10,528 時間/月 14,870 時間/月 

障害者の社会活動へ
の参加の促進 移動支援事業利用量 3,485.50 

時間/月 
4,590 
時間/月 

障害者の自立支援
と社会活動への参
加の促進 

障害者施設等の利用
促進 日中活動系サービス利用量 2,970 人日/月 26,590 人日/月 

高齢者の生活支援
と社会活動への参
加の促進 

社会活動への参加の
促進 シルバー人材センターの会員数 1,673 人 3,500 人 

生活困窮者の自立
支援 

自立支援プログラム
の推進 

対象者に対する自立達成者数の
割合 

5％ 
（H19.6） 

10％ 

 
 
（４ 人がにぎわい活力あふれるまち ） 

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

主要観光地の入込み
客数の増加 主要観光地の入込み客数 6,491 千人/年 7,500 千人/年 地域性豊かな特色

ある観光資源の創
造 主要イベントの入込

み客数の増加 主要イベント入込み客数 1,608 千人/年 1,720 千人/年 

観光ボランティアの
育成 観光ボランティア案内件数 1,781 件/年 2,050 件/年 

ホームページのアク
セス件数の向上 

観光ホームページのアクセス件
数 

2,201,230 
件/年 

2,500,000 
件/年 

観光客誘致・交流
の推進 

コンベンション参加
者数の増加 コンベンション参加者数 84,294 

人/年 
97,000 
人/年 

中央商店街の空き店舗率 18.10％ 14.20％ 
商工業の振興と地
域経済の活性化 にぎわいの創出 中心市街地の小売業年間商品販

売額 
1,049 億 8,400

万円 1,100 億円 

農業の振興 農産物の販売額  54 億 3,500
万円 56 億円 

林業の振興 森林施業計画面積 2,650ha 2,750ha 農林水産業の振興 

漁業の振興 
重要稚仔放流数 
（栽培漁業種 クルマエビ、ヒラメ、 
ガザミ） 

125 万尾/年 130 万尾/年 
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施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

特産品の育成・振
興とブランド化の
推進 

高松ブランドの育成
と情報発信 高松ブランドの認定数 ― 

（H20 年度開始） 16 件 

就業環境の向上 勤労者福祉の充実 子育て支援中小企業表彰企業数 6 企業 50 企業 

国際化への対応と
地域間交流の推進 

国際交流活動に対す
る市民意識の向上 

財団法人高松市国際交流協会の
国際交流ボランティア登録者数 128 人 230 人 

 
 
 
（５ 道州制時代に中枢拠点性を担えるまち ） 

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

空港の機能強化 定期路線数 
（季節運航を除く） 

国内 2 
国際 1 

国内 5 
国際 2 拠点性を高める

交通網の整備 長距離バス網の整備促
進 バス利用者数 4,908 人/日 5,300 人/日 

中心市街地（中央商店街）の歩行
者通行量（休日） 

119,844 人 
（H18.10） 

150,000 人 

中心市街地内の定住人口 20,385 人 
（H18.4） 

21,700 人 中心市街地の活
性化 中心市街地の活性化 

中央通り沿いオフィスの空室率 15.8％ 
（H19.6） 

12.4％ 

公共交通の利便
性の向上 公共交通利便性向上 公共交通機関利用者数 57,818 人/日 62,000 人/日 

自転車利用の環
境づくり 自転車利用環境の充実 レンタサイクルの利用件数 265,000 

件／年 
286,000 
件/年 

適正な土地利用
の推進 

コンパクトなまちづく
りの推進 

都市計画区域内の大規模集客施設
新規立地可能面積の割合 36％ 3％ 

情報通信網の充実 ウルトラブロードバンド（上り 20
Ｍbps 程度以上）の世帯カバー率 80％ 100％ 地域情報化の推

進 
ケーブルテレビの整備 視聴可能エリアカバー率 78.1％ 100％ 

 
 
 
（６ 分権型社会にふさわしいまち ） 

施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

地域コミュニ
ティの自立・活
性化 

地域コミュニティ組織の
充実 

地域コミュニティ人材養成事業
参加者数 100 人/年 130 人/年 
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施策 目標 目標項目 現況値 目標値 

協働によるまちづくり ＮＰＯとの協働事業数 71 事業 85 事業 多様なパート
ナーシップに
よるまちづく
り 広聴活動の充実 市政出前ふれあいトークの延べ

参加人数 
7,546 人/年 
（H17 年度） 10,350 人/年 

財政基盤の強化 市債残高、財政調整基金残高 

市債残 
1,528 億円 

財政調整基金残高 
85 億円 

1,000 億円以下 
 

85 億円以上 
簡素で効率的
な行財政シス
テムの構築 

職員の意識改革 さわやかサービスの推進（市民ア
ンケートの満足度） 59.70% 80% 

連携の推進 大学との連携の推進 大学と連携して行う事業数 1 事業 36 事業 

 


